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鏡開き（そ菜研究会新年会）

○組合のあゆみ
○当麻町そ菜研究会・当麻町花き生産組合新年会
　が４年ぶりに盛大に開催される
○米産地形成協議会・年金友の会総会
○ＪＡ当麻機構図
○令和６年度人事異動
○足あと

○融資相談課からのお知らせ
○資材課からのお知らせ
○林先生による国消国産資材
○みんなの広場
○ＪＡＴＯＨＭＡ information
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５

仕事始め　組合長訓示
五穀豊穣祈願祭（当麻神社　全役員）
当麻消防出初式（当麻町公民館まとまーる　組合長）
新年交礼会（大ホール　全役員）

７ 二十歳を祝う会（当麻町公民館まとまーる　組合長）

９
取引先新年挨拶回り（常勤）
当麻町新年交礼会
� （当麻町公民館まとまーる　全役員）

10 年金友の会定期総会（層雲峡ホテル大雪　専務）
11 信連経営者ディスカッション（応接室　常勤）

12

上川地区農協組合長会・五穀豊穣祈願祭
� （上川神社　組合長・専務）�
上川中央部農協経営研究会意見交換会
� （旭川市　参事）
上川地区農協組合長会新春懇談会
� （旭川市　組合長・専務）

15 役員報酬審議会（役員会議室　組合長・専務）

17
道北地区JA専務協議会・専務会議
� （札幌市　専務）

19
農事組合長会議（大ホール　常勤）
当麻町そ菜研究会　新年会（大ホール　常勤）

22
当麻町花き生産組合　新年交流会
� （大ホール　常勤）

23
上川地区組合長会議（専務）
監査代替的調査　期中Ⅰ（26日迄）

24
上川留萌宗谷三地区共済推進委員会
� （旭川市　組合長）

25 当麻屯田会　新年例会（組合長）
30 第16回理事会
31 決算棚卸監査（監事団）

1 月組合のあゆみ

理事会報告 理事会が開催され次の事項が審議されました。

［第15回理事会］� 令和５年１２月２１日

●議案第１号　令和5年産屑米追加払いについて
●議案第２号　令和4年産備蓄米追加払いについて
●議案第３号　令和4年産主食米追加払いについて
●議案第４号　令和5年度農地評価基準について
●議案第５号　組合員の異動について
●議案第６号　内部監査計画書について

［第16回理事会］� 令和6年１月30日

●議案第 1号　11月末定期監査報告について
●議案第 2号　12月末収支見通しについて
●議案第 3号　年度末賞与の支給について
●議案第 4号　令和5年度緊急助成の実施について
●議案第 5号　就業規則の一部改正について
●議案第 6号　給与規程の一部改正について
●議案第 7号　組合員の異動について
●議案第 8号　固定資産の取得及び処分について
●議案第 9号　地域別懇談会の開催について
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当麻町そ菜研究会・当麻町花き生産組合新年会が
４年ぶりに盛大に開催される

1月 19日　当麻町そ菜研究会新年会�
　農協 3階大ホールにて当麻町そ菜研究会新年会が開催され、そ菜研究会員、市場関係者、各関係機関な
ど 90名が出席いたしました。
　始めに開田会長より「昨年を振り返りますと、猛暑によって大変苦労した 1年となりましたが、皆さん
が栽培管理に努めたことと、高単価に恵まれたことから13億 9千万円の売上となりました。令和6年度は、
引き続き栽培技術の向上、講習会などを行いながら、会員役員一丸となって研究会活動を盛り上げていきた
いと考えております」と挨拶。
　来賓として、JA当麻�福井組合長に続き、当麻町農林業振興課�水口課長より「昨年で農林業合同事務所
開設 20年という節目を迎えさせていただきました。20年前と比べ、生産者が主役となり、農協、町が連
携をしていくという当麻町のスタイルが実を結んでい
ると感じているところでございますが、何よりも研究
会や各部会が一丸となって日々研鑽を重ねてこられた
取り組み、物流関係、各関係市場の皆さんのご協力が
あってこその実績であり、厚くお礼申し上げます」と
祝辞の後、開田会長の発声で各関係機関代表者により
鏡開きが行われました。
　引き続き行われた祝宴では、札幌みらい中央青果㈱
大野常務取締役の掛け声で乾杯を行い、今年も健康で
良い出来秋を迎えられることを願い、新年を祝いまし
た。

１月 22日　当麻町花き生産組合新年交流会�
　農協 3階大ホールにて当麻町花き生産組合新年交流
会が開催され、花き生産組合員、来賓者含め約 35名
が出席いたしました。
　始めに、土井組合長より「昨年を振り返りますと、
生産者、出荷本数が年々減る中、2年連続の高単価で
終わることができました。これは生産者、農協、関係
機関の皆さんのご協力の結果だと思っております。今
年も 2024 年問題など大変な 1年が予想されますが、
力を合わせれば必ず乗り切ることができると思います
ので、ご協力のほどよろしくお願いいたします」と挨拶。
来賓から JA当麻　福井組合長、当麻町農林業振興課　
水口課長の祝辞の後、JA当麻　坂下専務理事の発声と
ともに祝宴に入り、親睦を深め合いながら昨年の反省
と今年の抱負などを語り合いました。

挨拶をする開田会長

挨拶する土井組合長
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12月 21日　当麻米産地形成協議会定期総会
　農協 3階大会議室にて、当麻米産地形成協議会定期総会が開催さ
れました。
　開会にあたり日下部会長より、「今年の米の作柄を見ますと皆さん
苦労された年だったと思います。そのような中でも、ゆめぴりかコ
ンテストにおいて、上川地区代表となりました。全道大会では惜し
くも 1位を逃しましたが、今後も美味しいお米を作るための取り組
みをしていきたいと思っております」と挨拶の後、来賓より JA当
麻�福井組合長、当麻町農林業振興課�水口課長よりご祝辞をいただき
ました。
　続いて、日下部会長を議長に、令和 5年度事業報告及び収支決算報告、令和 6年度事業計画（案）及び
会計予算(案 )について審議され、役員改選では日下部会長が再任され、新たな執行体制がスタートしました。
　当麻米産地形成協議会は当麻米の産地確立に向け、町、農協、普及センター等の各関係機関との連携を密
に、水田農業の振興を図るとともに稲作経営の安定向上と地域農業の発展に資することを目的とし、今年度
も活発な事業展開を図ってまいります。
新役員

会　長 開 明 4 区　　 日下部　裕　一
副会長 中 央 1 区 長谷川　　　新 中 央 4 区 羽　根　　　敏

中 央 2 区 真　鳥　修　一 伊 香 牛 3 区 井　上　雅　司
伊 香 牛 1 区 宮　嶋　一　洋 北 星 2 区 石　田　一　光
伊 香 牛 3 区 井　上　雅　敬

監　事 中 央 3 区 佐々木　康　二 開 明 3 区 楠　　　恭　史

１月10日～ 12日　年金友の会定期総会・温泉湯治
　当麻農協年金友の会定期総会・温泉湯治が1月10日から12
日の日程で実施されました。新型コロナウイルス感染拡大防止
対策により書面決議での総会が3年間続いており、4年ぶりの
層雲峡ホテル大雪での開催となりました。
　10日に行われた定期総会では、真鳥会長より「昨年までは
新型コロナウイルスの影響により、行事を行うことが出来ず定
期総会と温泉湯治の開催については4年ぶりとなります。新年
度につきましては、以前のように行事を行えるよう計画もして
おりますので、より多くの会員に参加していただければと考え
ております」と挨拶。来賓として坂下専務よりご祝辞をいただ
いた後、議事が進められ、令和5年度事業報告並びに収支決算
報告、令和6年度事業計画（案）並びに収支予算（案）につい
て審議、承認されました。また役員改選では、片原現副会長が
新会長に選任され、新執行体制がスタートいたしました。

新役員
会　長 東 1 区 片　原　雅　志
副会長 中 央 6 区 射　場　信　幸
幹　事 ３ 条 西 安　住　　　肇
幹　事 中 央 ７ 区 深　谷　洋　子
幹　事 宇 園 別 ２ 区 住　吉　　　勝
幹　事 開 明 小　倉　正　夫
幹　事 中 央 １ 区 福　屋　照　芳
幹　事 ４条西３丁目 傳　里　　　功
監　事 4 条 東 宮　下　博　行
監　事 北 星 １ 区 深　谷　規　夫

　年金友の会では現在190名の会員がおりますが、温泉湯治の他にも春の花見、夏のパークゴルフ、秋の観
楓会など、会員の親睦を深める楽しく有意義な活動を計画しております。今後も会員皆様の参加をいただき
ますとともに、年金口座ご利用の方は、ぜひ年金友の会加入をお願いいたします。
　詳しくはＪＡ当麻　金融共済課　８４－２１２４までお問合わせ下さい。
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　上川地区女性協議会創立70周年記念式典が旭川市に
て行われ、上川管内11JAの部員や来賓など約90名が
集まり、当JAからは女性部役員5名が参加いたしまし
た。
　歴代会長や副会長、事務局に感謝状を贈呈したほ
か、記念事業では、各女性部が活動状況を動画で紹介
し、他女性部の活動を知ることや交流を図ることがで
き、今後の活動につながる1日となりました。

令和5年
１２月８日 上川地区女性協議会創立７０周年記念式典

令和６年度人事異動 令和 6年２月１日付

氏　　名 異動前の所属と職位 異動後の所属と職員

田　所　与　幸 営農部　米穀課長 営農部長　兼米穀課長

大　柳　陽　司 営農部長　兼営農経理課長 金融部　融資相談課長　兼融資相談係長

土　屋　真　一 管理部　審査課長 営農部　施設園芸課長

佐　伯　大　将 金融部　融資相談課主幹　兼融資相談係長　管理部　審査課長　兼審査係長

近　藤　慶　太 管理部　審査課主幹　兼審査係長 営農部　営農経理課長

池　田　　　渉 営農部　施設園芸課　園芸販売係長 営農部　施設園芸課主幹

青　野　直　人 営農部　米穀課　農業振興係主任 営農部　米穀課　米穀係長

星　　　慶　太 金融部　金融共済課　共済係主任 営農部　米穀課　農業振興係主任

佐　藤　さおり 営農部　資材課　資材係主事 営農部　資材課　資材係主任

櫻　田　優　香 営農部　営農経理課　営農経理係 営農部　営農経理課　営農経理係主任

中　　　いずみ 営農部　営農経理課　営農経理係 営農部　営農経理課　営農経理係主任
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　ＪＡ当麻女性部では、部員の健康と親睦を深めることを目
的として、当麻町スポーツセンターにて「スポーツ交流会」
を開催。今年もパラリンピック正式競技の「ボッチャ」を12
名の部員が４チームに分かれて熱戦を繰り広げました。
　交流会終了後、農協３階大会議室にて懇親会も行い、部員
同士の交流を図りました。

１月１８日 当麻農協女性部
スポーツ交流会

　午後1時30分より農協3階大ホールにおいて、令和6年度農
事組合長会議が開催されました。福井組合長より挨拶の後、
早速議題に入り、地域別懇談会の開催方法について担当職員
より説明し、協議がなされました。

１月１９日 農事組合長会議

　農協3階大会議室にて野澤専任技師を講師に、青年部営農
勉強会が開催されました。
　井上青年部長より「今日の勉強会を通じて、知識や技術を
蓄えていただき、6年度の営農に役立てていただきたい」と
挨拶の後、園芸作物を中心に土壌物理性や土壌微生物につい
て説明が行われました。
今後も学習会を開催し、知識習得に向けて取り組んでまいります。

１月２３日 当麻農協青年部　営農勉強会

　新年を迎え、今年の農作物の豊作と当麻農業の繁栄を願う
ため、ＪＡ役職員が出席しての五穀豊穣祈願祭が当麻神社に
て行われました。当麻神社の禰宜による祝詞奏上の後、今年
の農作物が順調に育ち豊穣の出来秋を迎えられるよう福井組
合長を筆頭に代表者が玉串を捧げ、五穀豊穣と組合員皆様の
無病息災を祈願いたしました。

１月５日 五穀豊穣祈願祭
～五穀豊穣と無病息災を祈願～

JA当麻 ● 2024. 2月号

7



人間ドック健診
　　　お申込みについて

正組合員ご本人さま、ご家族の方も農協助成を受けて受診が可能です！
当麻町の助成も合わせて受けることが出来ますので、受診ご希望の方は
融資相談課（84-2420）へお問合せ下さい。

町助成について　
※加入されている医療保険、年齢によって助成額が異なります。
※町の健診を受診され、人間ドックを受診された場合助成がありませんので
　ご注意下さい（どちらかの助成となります）
※町年度内に（4月～翌年3月）一回のみ助成を受けることが出来ます。

申込み
受診料
助成金
お支払

→ 融資相談課
31,900円
JA　10,000円（年度内に一回のみ助成）
受診翌月に受診料から助成金（JA・町）の助成金を引いた
金額をクミカン又は貯金口座より引落し致します。

男性受診曜日　　月・水・金・土（第４土曜日）
　　　　　　　　※土曜日については、実施日が変わる場合もあります。
女性受診曜日　　火・木

組合員　正組合員本人とそのご家族

受診料

お支払

個人ごと金額が異なります。病院へご確認下さい。

当日、現金でのお支払となります。

一般
　准組合員・員外　→　当麻町役場　保健福祉課健康推進係へお問合わせ下さい

オプション検査　　※申込み、料金についてはお問合せ下さい

・脳ドック　　　　・骨粗しょう症　　　　・ABＩ/ＰＷＶ
・肺ドック　　　　・ペプシノゲン　　　　・胃内視鏡
・前立腺ガン　　　・頚動脈エコー
・乳ガン　　　　　・ABC検診
・子宮ガン　　　　・BNP

時期により混み合う場合がございます。早めのご予約をお勧め致します。

2024. 2月号 ● JA当麻
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資材課より ケイ酸入り融雪材のご紹介
水稲がけい酸を吸うとこんな効果があります

①病虫害に強くなります
けい酸は葉の表皮細胞の一番外側のシリカ層に集積し、
葉を硬くするので病虫害や病害菌の侵入を阻止します。

病虫害に

強くなる！

②受光態勢が良くなります
茎や葉が直立し下葉まで光が当たるようになり倒伏防止にもなります。
また、根張りを良くし根からの養分吸収を助けたり、受光態勢がよくなり光合成が盛んになります。
（収量・品質アップ）

③高温障害の軽減が期待できます
乳白米の発生原因の一つに、デンプン供給不足が上げられます。高温年は夜温が高く、イネの呼
吸によるデンプン消費量が増え、登熟に必要なデンプン量が不足するため、昼間の光合成による
デンプン収入を増やしてあげる必要があります。
充分なけい酸吸収により受光態勢が向上するとデンプンの蓄積量が増え高温障害の軽減効果が期
待できます。

　令和６年度につきましても昨年度に引き続き上記ケイ酸質入り融雪材(６銘柄)に対しまして「低タンパク米生産助成
要領」に基づき、１００円/袋の助成がございます。

※(助成対象期間)令和５年８月１日～令和６年４月５日までの取引が対象

メイチュウ
ハダニ

いもち病菌
ゴマ葉枯れ病菌

［気孔蒸散］クチクラ層

シリカ層

柔細胞［クチクラ蒸散］

水稲葉の表皮構造模型図

ク
チ
ク
ラ
・
シ
リ
カ
・
二
重
層

形状 銘柄 参考価格(税込)
保証成分　(※は含有成分)

ケイ酸 苦土 鉄 アルカリ分

粉状
ミネカル粉状 627円 ※ 13～14% 2% ※ 17～19% 40%
ケイカル(粉) 671円 30% 1% 45%

粒状

スーパーミネカル 836円 19% 2% ※ 7～8% 43%
粒状ケイカル 902円 30% 1% 45%
粒状テツシリカ１５号 1,067円 25% 4% 9.75% 41%
とれ太郎P 2,211円 30% 12% 40%
防散融雪材 748円
防散融雪タンカル 748円 50%
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タテのカギ ヨコのカギ
フキの花茎のこと
銀世界を眺めて楽しみます
ガイドーーを片手に観光地を
巡った
安倍川にしてたべようかな、磯
辺巻きもいいな
日没のことを日のーーともいい
ます
雪だるまを英語（片仮名）でいう
と
佐渡島にはこの鳥の保護施設
があります
漢字には音読みとーー読みがあ
ります
平方根を表す記号
魚偏に「弱」と書きます
中国や台湾の旧暦の正月

1
6
7

9

11

12

14

15

17
19
21

1
2

3
4
5
8
10
12

13
14

16

18
20

二重マスの文字を、
A～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

頭の体操

カ
ガ
ク

エ
ヒ
メ

ズ
イ
ヒ
ツ

ダ
シ

ノ
ド

ユ
キ
リ

コ

ホ
ハ
バ

イ

コ
ウ
ラ

フ
デ

ウ
タ

イ
チ
ネ
ン

ム
ツ
キ

カ
ン
シ

1

2

3

4

5

9

10

11

6

7

8

14

15

16

12

13

21

17

18

19

20

D

Ｃ Ａ

B Ｅ

１月号の答えは…

最低気温が0度より低い日
現代人は電子ーーに囲まれて暮ら
しています
水筒に入れます
ヒヒーン！ といななく動物
スマホに入れたり消したりします
ベッドが2つある部屋
頬のこと、ーーダンス
スラロームやモーグルなどの種目
があります
人がいっぱいに入っている状態
西アジアの国の一つ。首都はアン
カラ
空気が乾燥しているのでーー器を
つけた
節分の豆をーーの数だけ食べた
実がなくなるまでの期間が短めの
品種のこと

永
井
智
一
（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

A

ハ
B

ツ
C

ヒ
D

ノ
E

デ

1

2

3

4

5

6

10

11

12

7

8

9

15

16

13

14

20

21

17

18

19

B

D

C

A

E
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○融資相談課からのお知らせ
【クミカンご利用者の方へ】
　営農計画書未提出の方は至急ご提出をお願い致します。
　また、営農計画書作成でご不明な点などございましたら、融資相談課（℡８４－２４２０）までお問い合
わせ下さい。

○令和5年度　北海道農協職員資格認定試験　合格者
　職員の知識・能力の向上を図り、組合の発展を目的に実施されました資格認定試験に1名が合格しました。
取得した資格を十分に活かし、今後も職務に励んで参ります。

金 融 部初 　 級 金 融 共 済 課  美 馬 好 花金 融 係

ＪＡ当麻　№641
発 行 日　　令和6年2月
発　　行　　当麻農業協同組合
編　　集　　管理部総務課
住　　所　　上川郡当麻町４条
　　　　　　東３丁目４番63号
電　　話　　０１６６-８４-２１２１
ＪＡ当麻ホームページ
　URL　http://www.ja-tohma.jp/

令和６年度 JA当麻　野菜集荷場 受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。

日

3

1 2

8 9

10 15 16

17 22

29

23

30

月 火 水 木 金 土
3月

6 7

13 14

20 21

27 28

54

11 12

18 19

25 26

日

5

3

4

1 2

9 10

11 12 16 17

18 19

25 26

月 火 水 木 金 土
2月

6

13

20

27

8

15

22

7

14

21 2423

28 29

◆
２
０
２
４
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
ヵ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
１
月
１
日
に
発
生
し
ま
し
た
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
津
波
や
火
災
、
家

屋
の
倒
壊
な
ど
の
２
次
災
害
に
よ
っ
て
多
く
の

被
害
者
、
被
災
者
や
安
否
不
明
と
な
っ
て
い
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
被
災
地
で
は
、
避

難
者
の
疲
労
蓄
積
や
避
難
所
の
衛
生
環
境
の
悪

化
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
、

１
日
も
早
い
復
興
を
願
い
ま
す
。
ま
た
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◆
組
合
員
の
皆
様
は
、
除
雪
や
ハ
ウ
ス
か
け
な

ど
の
作
業
を
行
う
際
に
は
、
作
業
事
故
が
無
い

よ
う
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
農
協
で
は
新
し
い
事
業
年
度
を
迎
え
、
地
域

農
業
振
興
３
ヶ
年
計
画
・
農
協
経
営
３
ヶ
年
基

本
計
画
の
実
施
年
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
組

合
員
皆
様
の
営
農
の
発
展
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

事
業
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

谷
口
）

　
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

【
退
職
】
令
和
６
年
１
月
31
日
付

　
　
営
農
部
施
設
園
芸
課
　
課
長
　
桑
原
　
史
典

24
31
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